
新開毎日
2()C;n， 

一
シ
リコ
ン
で
作っ
た
消混一
た。
乙
の
構
造
を
「
フォ一

一
ブ
ロ
ッ
ク
の
よ
う
な
形
の一
トニ
ッ
ク・
ア
モル
ファ一

~微小な物質を、ランダ一ス・ダイヤモンド橋一

一ムにつなぎ合わせた構…造」と名付けた。枝川…

一造でも可能なととが分一准叙授砿「順調にいけ山

一かった。従来は、規則在一ば1年程度で製造可能一

←しい周期性のある構造一かもしれない」と話し一

特
定
の
空
間
に
自
由
に一
が
あ
る。

寵
旅
の
代
わ
り…
よ
う
に
扱
う
乙
と
が
可
能
一
説
ベ
た
「
フ
ォ
ト一一
ッ
ク…
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い…
て
い
る。

{
須
田
桃
子〕
一

光
を
閉
じ
込
め
る
こ
と
を一
に
光
を
使
う
(
光
集
積
回ん
に
な
る。
光
は
電
気
信
号一
結
晶」
を
使
っ
て、
内
部一
回
闘
瞭
臨
醐
臨
闇
眠
醗
醗
園
間
関
摺
輔
甜
明
蝿
蝿
臨
鵬臨

震にす
る
新た
な
物
員一
路」
の製
造な
ど、
光
互
に
比べ
て大
量の
情
繋ニ
に
先を
閉じ
こ
め
るア
イ

覇弱溺
簿蝿園
調議溺ι・留

の
構
造
を、

重
大
と
N一

塁
に
制御
す
る
技
術に一
伝
達
で
き、
処
理
速
度
も一
デ
ア
を
考
案。
し
か
し、
一

震
務
部

監

察
機

三
r

T
T
物

語
学
基
礎
研
究~
過
を
開
く
成
果。

義
守
大
幅
に
向
ょ
す
る
た
め、
←
作
製
や
加
工
が
難
し
い
と一

憲

強
滋
該
国
圏

零

瀦
憲
懇

藍

所
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
克一
誌
「
フ
ィ
ジ
カ
ル・
レ
ピ一
光
を
制
御
す
る
技
術
開発一
い
う
難
点
が
あっ
た。

一
標識蹴踏臨
瞳酷斡端機嬬幽醐

つ
け
た。
従
来
知色
れ
て一
ュ
1・
レ
タ1
ズ」
電子一
室め
られてい
る。
一
東大
生産
技術
研究
所一

酉院
長
冨
圏

圏睡駒酷
罷
置

い
た
構
造
よ
り、
実
用
化一
版に
発表
し
た。

一

米
の
研
究
者が
前
年、
一
の
枝
川
宝一
旗
教
授(
材一
計
計
制
剖
針
剥
姦っと占
社
訪
討
汁
斗
可
斗

へ
向
貯
た
作
製
や
加
工
な一

光
を「
た
め
る」
技
術
が…
シ
リ
コ
ン
な
ど
の
材
料
を一
料
科
学)
ち
は、
数
値
シ
ミ一
結晶(即
効果
が
新た
に
尭
見さ
れ
た
ヲ才
トニU
ク・
アモ
ル
司

ど
が
容
易
に
な
る
可
能
世一
実
現
す
れ
ば
光
を
電
流
のふ
光
の
波
畳
程
度
の
周
期
で一
ュ
レ
1
ショ
ン
を
実
施。
一
ファ
ス・
ダ
イ
ヤモ
ンド」

H
い
ず
れも
枝
川准
教
授
一揖
棋
一

光「
た
め
る」
競
備
に
道

東大など
新
た
な
物
質
構
造
発
見


